
 

 

 

 

文庫連の仲間がおすすめする 

楽しい絵本 

 
たくさんある絵本の中から、 

比較的あたらしい作品を選びました。 

子ども文庫の利用者に 

人気の本ばかりです。 

八王子子ども文庫連絡協議会編 

平成 27年 10 月 

『つやっつやなす』（どーんとやさいシリーズ） 

いわさゆうこ作／童心社 

「なす嫌い」がこの一冊で「なす大好き」に。

だまされたと思って読んでみて。写真よりリア

ルで、みずみずしいなすにうっとりします。 

『どーんとやさい』シリーズには他に、トマト、

じゃがいも、だいこん、キャベツがあります。 

『おべんとう』 

小西英子作／福音館書店 

保育園や幼稚園で食べるお弁当もうれしいけれ

ど、今日はママといっしょになに食べよう？ 

『ベンジーのもうふ』 

  マイラ・ベリー・ブラウン作／ドロシー・マ

リノ絵／まさきるりこ訳／福音館書店 

大事な毛布を手放してちょっとお兄ちゃんにな

ったベンジーの成長が子育てとかさなります。 

『くれよんのくろくん』 

なかやみわ作・絵／童心社 

まっ白な画用紙につぎつぎと絵を描いていくク

レヨンたち。くろくんは仲間に入れてもらえませ

ん。でも…。なかやさんの作品『そらまめくんの

ベッド』（福音館書店）も人気です。 

『だいじなおとしもの』  サリナ・ユーン作／ 

三辺律子訳／岩崎書店 

クマちゃんはウサギのぬいぐるみを拾い、返して

あげようと持ち主を捜します。やっと持ち主が見

つかったのですが、ウサちゃんとのお別れは悲し

くて・・・ハッピーエンドが嬉しい絵本です。 

『ピン・ポン・バス』   

竹下文子作／鈴木まもる絵／偕成社 

路線バスの発車から終点までが非常に詳しく書

かれています。絵もわかりやすく美しい。乗り物

大好きにはたまりません。続編『うみへいくピ

ン・ポン・バス』もあります。 
 

おうちのなかで過ごすことの多かった赤ちゃん

も、自然や乗り物、友だちといった新しい外の世

界に興味を持つころ。お近くの文庫や図書館を利

用してたくさん本を読んであげてください。 

『ドングリ・ドングラ』 

コマヤスカン作／くもん出版 

たくさんのドングリが 

連れ立って旅に出ます。 

砂漠を越え、海を渡って、 

どこへ行くのかと思った 

ら、噴火で緑が消えてし 

まった無人島でした。 

『へんしんトンネル』（へんしんシリーズ） 

あきやまただし作・絵／金の星社 

かっぱがトンネルをぬけると「かっぱかっぱ…ぱ

っかぱっか」と馬になってしまいました。声に出

して読むと楽しい絵本。他に『トイレ』『マラソ

ン』『おばけ』などシリーズ多数。 

『しろくまのパンツ』 

Tuperatupera作／ブロンズ新社 

しろくまくんが、なくしたパン 

ツを探してたずねまわります。 

さわって楽しめる仕掛け絵本。 

同じ作家で『パンダ銭湯』（絵本 

館）も楽しい。 


